






1940 年,Murray and Hoffmann は,大発作型てんかん患者血中の guanidine 体(guanidino

化合物の構造決定が行われていないので,guanidine 基を有する物質の統計として取扱っ

ている)は高値であり,前駆症状時には上昇し,痙攣中はさらに上昇することを報告した。そ

の後,Pa1mer,Mc Nair,Scott and Elliott によって同様な検索が行われたが,彼らは

,Murray らの成績は測定方法の相違によって高い値がでているが,間歇期の値は正常範囲

であるとしている。しかし,前駆症状時より血中に上昇する guanidine 体が何であるかは解

明されないまま,40 年間が経過していた。 


